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人の動き 10月 1 日現在 世帯数7.189 (十 28) 総人口 2 1.407 ( 十 47) 男 10.257 (十 24) 女 1 1.1 50 (十 23)



状況執行

|歳入| 予算現額 1 169億9，339万3千円
収入済額 1 133億5 ，336万3千円(収入率48.0%)
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南吉井小学校大規模改造工事

48.0% 
収入済額

33憶5，336万3千円
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(!~位千円)

111111 

111111 11 1 H 1 U 11 円 1 R 1 日
科

地方
交付税|町 税|田T

予算現額 11 .754.24211.ω3571 480.6001 586.0叶肌9141 367.1叶 201 引間判 42 刊 72.7叫 59.6631 249.761 

収入現額 1 1，436.6611 933.8721 100.7001 30.9001 244.4471 367.1701 45.2691 4.0151 20.6741 37.4271 24.1241 
(収入率) 1 (81.9) 1 (62.9) 1 (20.9) 1 (53) 1 (304) 1 (100.0) 1 (22.5) 1 (1) 1 (487) 1 (514) 1 (404) 1 (43.3) 

地方債の現在高 (単位千円)

ぷ?ゴ竺竺 運用部 年 金 簡易保険局
公営企業 市町村

共済組合 市中銀行 E是 協 百十
金制公庫 書長興協会

一般公共事業 156.931 3.163 160.094 

公営住宅建設事業 168.391 160.058 31.909 360.358 

災害復旧事業 53.439 53.439 

義務教育施設整備事業 6.631 333.042 339.673 

一般単独事業 433.251 882.372 15.000 50.699 255.562 1.636.884 

地域改 善対策事業 456.637 456.637 

公共用地先行取得事業

厚生福祉施設整備事業 229.433 229.433 

一般廃棄物処理事業

臨時財政特例債 等 297.535 297.535 

調 整 費 14.496 14.496 

減収補てん債等 100.700 35.000 135.700 

言十 1.688.011 229.433 1.378.635 46.909 50.699 290.562 
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志津川伽目線道路改良工事

| 歳出 |

4ヨ』玄 計 予 算

/一 ヤ店内)

31.6% 

支出済額

'" 22億826万3千円

骨支
予算現額 1 1 69億9 ，339万3千円
支出済額 1 1 22億826万3千円(執行率3 1.6% )
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科 目|土木 被 lf AE 2 | 教育 費| 総 物質 |民生 費|公償資|衛生資|消防費|議会費|商工費 12|日 : 1予備費

予算 I見絹 1 1. 715 ， 0661888 ， 5621806 ， 62911 ， 081 ， 6391890 ， 1341 650.3361 573 ,0301 247 ,8371106 ,6941 30 ,956 5101 2, 000 

支 出現額 1 416 ,0461 138 ,5171 337.4131 227 ,4021 353 ,577 1 423.1421 144.4721 107.1581 52 ,055 1 8,4781 31 0 
(支出 ~fl) 1 (24 3) 1 (15.6) 1 (41.8) 1 (21.0) 1 (39.7) 1 (65.1) 1 (25 , 2) 1 (4321 1 (488) 1 (27 4) 1 (1) 1 (0) 

町税の内訳 町民が負担する税税等の収納高
(持t{立千円)

予算額 収納高 J!j[納。/品事 I 
(%) 

町民税 793 , 764 414 , 781 52.3 

固定資産税 560 , 205 442 , 175 78.9 

その他の税 105 , 788 76.916 72 ,7 

国保税 338.035 119 , 752 35.4 

水道料 165 ,976 61.037 36.8 

(単位千円)

~エ、 計 名 予算額 収入済額 支出済額

住宅新築資金等貸付事業 11 , 030 3.467 6 ,872 

老 人 保 健 1 , 774 , 945 705.126 717.811 

国 民健康保険 1 , 030 , 423 462.870 399 , 835 

簡易 水道 事業 211.397 76 , 695 74 , 028 

土地区画整理事業 830 , 900 170 , 336 106 , 600 

農業集落排水事業 76 , 698 1.001 151 

.. 

税額

1 ， 450 ， 357 ， 000円

1人当たり(人口 21 ， 407 人)

67 ， 752円

1 世帯当たり (7 ， 189世帯)

201 ， 747円

特別会計

予算執行状況
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第
百
五
十
三
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
九
月
二
十
七
日
に
招
集

さ
れ
九
月
三
十
日
ま
で
の
四
日
聞

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
四
億
二
千
二
百
十

三
万
八
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
や
渇
水
対
策
費
な
ど
、
十
一
議

案
を
原
案
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

議
員
提
案
に
よ
る
「
寄
付
金
等

を
拒
否
す
る
議
決
」

を
全
員
で
可

決
し
、
「
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保

育
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
に
つ
い
て
は
採
択
し
、
総
理

大
臣
は
じ
め
政
府
関
係
機
関
に
提

出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た

。

ま
た
、
「

農
業
用
水
ダ
ム
(
堰
堤
)

の
新
設
促
進
に
つ
い
て

」
の
陳
情

書
は
採
択
さ
れ
、
理
事
者
側
と
と

も
に
早
期
実
現
に
む
け
て
県
等
に

働
き
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら
、

水
資
源
の
計
画
、
給
水
対
策
、
障

害
児
の
保
育
所
入
所
関
係
、
公
園

管
理
、
教
育
問
題
、
高
齢
者
対
策
、

高
速
道
関

係
、
リ
ス
ト
ラ
、
公
園

整
地
関
連
の
災
害
対
策
、
環
境
問

九

月

定

例

議

. �. 
:zx 

四
億
二
千
二
百
万
円
二
般
会
計
)
を
補
正

議
長
に
丹
生
谷
操
氏
、
副
議
長
に
佐
伯
正
夫
氏

題
な
ど
十
七
項
目
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
三
十
日
に
は
、
申
し

合
わ
せ
任
期
満
了
(
二
年
)
に
伴
う

選
挙
で
、
議
長
に
丹
生
谷
操
氏
(
下

林
)
、
副
議
長
に
佐
伯
正
夫
氏
(
見

奈
良
)
が
当
選
さ
れ
ま
し
た

。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す

。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

農
業
振
興
事
業一

二
、
八
四
O
千
円

。

公
園
施
設
整
備
事
業

一
五
、
一
五
二
千
円

。

志
津
川
伽
目
線
改
良
事
業

三
七
、
五
O
O
千
円

。

平
松
上
樋
線
改
良
事
業

三
二
、
六
七
六
千
円

。

若
宮
西
梅
本
線
改
良
事
業

七
六
、
一
四
八
千
円

。

文
化
財
保
護
事
業

一
一
、
八
六
九
千
円

。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

五
一
、
四
八

三
千
円

(
渇
水
対
策
事
業
費
と
し
て
)

。
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計

二
二
八
、
.
一O
二
千
円

。
国
民

健
康
保
険
条
例
の

一
部
改

正
十
月
一
日
よ
り
国
保
よ
り
の
助

産
費
と
し
て
の
支
給
を
、

出
産
育

児
一
時
金
と
し
、
三
十
万
円
に
改

正
す
る
も
の
で
す

。

。
町
税
条
例
の
一
部
改
正

督
促
手
数
料
を
五
十
円
か
ら
百

円
に
引
き
上
げ
す
る
も
の
と
、
税

金
で
一
括
納
付
に
よ
り
全
額
前
納

す
る
場
合
に
付
い
て
い
る
前
納
報

奨
金
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

。
教
育
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に

高
橋
謙
一
氏

(
横
河
原
・

現
教
育

長
)
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た

。

。
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

辞
任
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
員

に
、
八
木
淳
一
郎
氏
(
牛
測
・
現
助

役
)
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

。
監
査
委
員
の
選
任

辞
任
に
伴
う
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
、
大
西
茂
徳
氏
(
牛
洲
)
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

。
常
任
委
員
の
選
任
な
ど

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
の

選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
東

温
消
防
等
事
務
組
合
議
員
、
川
内

町
重
信
町
衛
生
組
合
議
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

議長

丹生谷操氏
(下林)

副総長

佐伯正夫氏
(見奈良)

重信町議会の構成(委員会別)
議 長丹生谷 f桑
副議長佐伯正夫

総務委員会

委員長 山 内良一
副委員長石丸敏雄

委 員平岡 4又
11 諸伏静江
11 佐伯正夫

産業建設委員会
委員長高須賀 徳
副委員長松下 通

委 員浜田卯=郎
11 佐伯 箪
11 野中 久敏

厚生委員会

委員長松下高繁

副委員長大森隆茂

委 員大西茂徳、
11 窪田 定靖
11 渡部清春

文教委員会
委員長高橋幾八

副委員長藤田群司

委 員八木昌 延

11 佐伯 5皇
11 牧 清行

監査委員大西茂徳

東温消防組合

言義 員平岡 4又
11 ヰ文 i育行
11 野 中 久敏
11 藤田群司

川内重信衛生組合
議 員浜田卯=郎

11 佐伯 軍
11 窪田 定靖
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町
が
施
行
者
と
な
り
野
田
地
区

で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
中

で
す
が
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
次
の

と
お
り
売
却
し
ま
す
。
な
お
、
申

込
者
が
同

一
区
画
に
二
人
以
上
い

る
場
合
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

V
受
付
期
間

十
一
月
二
十
八
日
l

十
二
月
九

日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
(
土
曜
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
。
)

V
受
付
場
所

役
場
都
市
整
備
課
(
別
館

二
階
)

住
民
票
(
世
帯
全
員
)
、
身
分
証

明
書
(
本
籍
地
の
市
町
村
が
発

行
)
、
印
鑑
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

V
廟
・
し
込
み
資
格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者

②
禁
治
産
者
又
は
準
禁
治
産
者

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

④
抽
せ
ん
に
参
加
し
よ
う
と
す

る
者
を
妨
げ
た
者
又
は
抽
せ
ん

の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者

⑤
正
当
な
理
由
が
な
く
、
契
約

し
た
日
か
ら

二
年
以
内
に
住
宅

の
用
に
供
す
る
見
込
み
の
な
い

者⑥
前
固
ま
で
に
売
却
し
た
保
留

地
に
当
せ
ん
し
た
者
及
び

当

せ

ん
し
た
者
と
生
計
会
二
に
す
る

者

V
公
開
抽
せ
ん

十
二
月
二
十
二
日
附

重
信
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
(
田
窪

・
農
協
本
所
東
)

で
行
い
ま
す

。

-
vお
問
い
合
せ
先

役
場
都
市
整
備
課

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

な
お
、
以
上
の
要
件
に
ひ
と

つ
で
も
該
当
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
、
資
格
を
取
り
消
し
、

契
約
は
無
効
と
し
ま
す
。

明細
番号 街区 繭地 地積 (m') 処分単価(円)

処分価格(円) 接面道路 用途地域番号 番号 (1m' あたり)

① 19 9-1 172.75 113 ,000 19.520.750 6m 住居地域

② 19 9-2 239.69 102.000 24.448.380 6m 住居地域

③ 19 9-3 204.72 113 , 000 23.133.360 6m 住居地域

④ 19 9-4 183.80 113 , 000 20 , 769 , 400 6m 住居地域

⑤ 19 9-5 227.02 102.000 23 , 156 , 040 6m 住居地域

⑥ 19 9-6 192.76 113.000 21 , 781 , 880 6m 住居地域

⑦ 19 9-7 192.68 113 ,000 21 , 772 , 840 6m 住居地域
@ 19 9-8 225.96 102 , 000 23.047.920 6m 住居地域

⑨ 19 9-9 184.54 113 , 000 20.853.020 6m 住居地域

⑮ 19 20 190.04 113 ,000 21 ,474 ,520 6m 住居地域
。 19 21 219.00 102 ,000 22 , 338 ,000 6m 住居地域

⑫ 19 22 226.20 99.400 22 ,484 ,280 6m 住居地域

⑬ 19 23 197.82 107 ,000 21 , 166 , 740 6m 住居地域

⑪ 19 24 360.84 115 , 000 41. 496 , 600 9m 住居地域

⑬ 19 25 228.88 99 ,400 22 , 750 , 672 6m 住居地域

⑬ 18 4-1 324.49 140 ,000 45 , 428 ,600 12m , 6m 住居地域

⑪ 18 4-2 324.71 120.000 38.965.200 6m , 3m 住居地域

⑬ 35 4 244.03 113 , 000 27 , 575 , 390 6m 第ー種住居専用地峡

⑬ 37 3 216.82 111 , 000 24 , 067 , 020 6m 第二種住居専用地域
@ 37 5 182.46 116 , 000 21 , 165 ,360 6m 第二種住居専用地法

@ 39 3-1 164.52 134 , 000 22 , 045 ,680 12m 第二種住居専用地域

@ 47 5 103.80 136 , 000 14 , 116 , 800 12m 第一極住居専用地境

のる土地却す寓
ん

※ 水道の本管から宅地内への給水管引込みについて、⑬番から⑫番の画地については既に布設していま
すので、その費問(最高で65 . 000円)を負担していただきます。(処分価格には算入されていません。)
また、①喬から⑨番の画地については、来施工ですので自己負担にて施工していただきます。
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南
は
皿
ヶ
嶺
、
北
は
重
信
川

。

田
ん
ぼ
や
畑
に
固
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
拝
志
保
育
所
は
、
昭
和
十
九

年
二
十
年
の
重
信
川
の
水
害
復
旧

工
事
で
設
け
ら
れ
た
県
土
木
事
務

所
を
譲
り
受
け
、
昭
和
三
十
年
に

誕
生
し
た
幼
児
学
級
か
ら
始
ま
り
、

三
十
二
年
に
認
可
を
う
け
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。

開
設
当
初
は
、
定
員
い

っ

ぱ
い

で
し
た
が
、
今
で
は

一
才
児
か
ら

六
才
児
ま
で
の
六
十
二
名
で
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
保
育
所
で
す
。
子

ど
も
達
は
ま
わ
り
の
自
然
と
共
に
、

元
気
で
素
直
な
芽
を
も
ち
、
す
く

す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
日
も
「
お
は
よ
う
。

」
の
声
で

始
ま
る
一
日
で
す
が
、
子
ど
も
達

は
登
所
す
る
な
り
、
給
食
室
に
行

き
、
「
今
日
の
給
食
な
あ
に
?

」
こ

れ
は
、
午
前
中
だ
け
で
な
く
、
し

か
も

一
1

六
才
児
ま
で
み
ん
な
が

入
れ
変
わ
り
立
ち
変
わ
り
、
そ
し

て
午
後
か
ら
は

「

お
や
つ
は
?

」

の
質
問
づ
け
で
す
。
答
え
が
返
っ

て
く
る
と
安

心
し
て
遊
び
ま
す
。

で ー 園こき速 い老とり す世文 注品SJ.-~.(t;，
い緒庭作と動七時人のと地 。 界化 ヌヌ冒弓
まにでり、全タを会ふし域 かは 笥苅~Xj干
すゲはを歌、ま過とれてに ら食 ぽゐ出おくよ
|、 教を遠つごタあ、根 始か おi冶， • 
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にをやとりこふすし化お育 る 子 守積当直
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外はきもちがL 、L 、よ

ま
た
遊
び
で
は
、
重
信
河
原
を

お
お
い
に
活
用
し
、
草
花
を
見
た

り
、
ち
ょ
う
ち
ょ
、
ト
ン
ボ
、
バ

ッ
タ
取
り
と
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
身
体
で
体
験
し
な
が
ら
遊
ん

で
い
ま
す
。

今
年
は
異
常
渇
水
と
な
り
ま
し

た
が
、
河
原
を
横
断
し

一
滴
も
水

が
な
い
こ
と
を
目
で
見
て
確
か
め

て
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
子
ど
も

自
身
が
知
っ

た
よ
う
で
す

。

子
ど
も
の
探
究
心
や
冒
険

心
を

養
い
な
が
ら
、
そ
し
て
子
ど
も
同

士
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
社
会
の

ル
l

ル
を
学
び
感
性
豊
か
に
育
つ

こ
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
、
重
信

川

や
近
い
山

々
よ
り
受
け
取
り
お
お

ら
か
に
育
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

、
「
ノ。き

て
、
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
を

子
ど
も
達
は
発
見
し
、
ど
ん
な
こ

と
に
声
を
あ
げ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
楽
し
み
な
毎
日
で
す
。

い
つ
も
若
さ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー

を

子
ど
も
達
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
大

人
達
。
温
か
い
目
で
、
成
長
を
見

つ
め
て
も
ら
っ
て
い
る
子
ど
も
達
。

地
域
に
支
え
ら
れ
幸
せ
い

っ
ぱ
い
。

心
身
共
に
健
や
か
に
育

っ
て
い

く
予
」
と
を
望
み
ま
す

。

(
主
任
保
母
上
堂
由
美
)

所
在
地

重
信
町
大
字
下
林
甲
二
O
三
O

ゲ/
/\
I
1
Meal
i
-
-

、
わ

ル
万川
口
日位
H
K
\
k

今日はおじいちゃんおばあちゃんと一緒

寝
た
き
り
・
独
居
老
人
慰
問
訪
問

新
設
さ
れ
た
。
重
信
町
女
性
会
議H

の
手
で
九
月
十
六
日
に
実
施

爽
や
か
な
秋
の
好
季
節
の
中
、

重
信
町
女
性
会
議
の
初
仕
事
と
し

て
標
題
の
卒
業
を
実
胞
し
ま
し
た
。

町
の
お
土
産
と
共
に
持
参
い
た

し
ま
し
た

小
学
校
低
学
年
の
あ
ど

け
な
い
純
真
な
絵
と
心
優
し
い
中

学
校

一
年
生
の
手
紙
は
心
温
ま
る

も
の
が
あ
り
、
受
け
取

っ
た
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

民
生
委
員

他
関
係
者
の
方
々
の

協
力
を
得
、

一
つ
の
こ
と
を
成
し

遂
げ
た
わ
け
で
す
が
、
み
ん
な
が

心
を

一
つ
に
し
子
を
つ
な
ぎ
合

っ

て
い
く
や
り
方
は
、
有
名
な
砂
ひ

と
り
は
み
ん
な
の
た
め
に
み
ん

な
は
ひ
と
り
の
た
め
に

H
と
い
う

人
類
の
基
本
精
神
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、
団
結
や
連
携
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
現
代
が
激
動
と

多
様
化
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
特
に

必
要
と
思
い
ま
す

。

新
た
な
飛
躍
を
期
し
、
地
岐
に

貢
献
す
る
か
女
性
会
議
。
を
皆
様

の
手
で
育
て
て
く
だ
さ
い

。

(
女
性
会
議
議
長
増
田
康
子
)



督
促
手
数
料
の
改
正
と

前
納
報
奨
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

-

九
月
定
例
町
議
会
で
督
促
手
数

料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
督
促
状

一
通
に
つ
い

て
五
十
円
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成

七
年
四
月
か
ら
百
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
度
以
来
十
九
年

間
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

郵
便
料
金
等
の
物
価
上
昇
も
考
慮

し
て
改
正
す
る
も
の
で
す

。

-

九
月
定
例
町
議
会
で
、
前
納
報

奨
制
度
の
廃
止
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
七
年
度

か
ら
の
町
県
民
税
、
固
定
資

産
税

の
前
納
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
な
く

な
り
ま
す

。

主
な
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O

町
県
民
税
の
特
別
徴
収
者

(
会
社
か
ら
毎
月

天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
)
は
、
そ
の
意
志
に
関

係
な
く
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ

な
い

。

こ
の
た
め
、
普
通
徴
収

• 7 ・2Eιけれふ:

者
(
納
付
書
、
口
座
振
替
等
に
よ

っ
て
役
場
に
直
接
納
付
さ
れ
て

い
る
方
)
と
の
間
で
不
均
衡
が

生
じ
て
い
る
。

O

経
済
的
に
厳
し
い
個
人
等
に

と

っ
て
前
納
し
た
く
て
も
で
き

な
い
方
が
い
る
一
方
、
余
裕
の

あ
る
方
は
税
金
が
安
く
済
む
と

い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
き
た

。

O

こ
の
制
度
は
、
「
税
金
が
安
く

な
る
」
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

あ
く
ま
で
も
前
納
報
奨
金
の
予

算
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
納
税
者
間
に
お

い
て
、
大
き
な
不
公
平
感
が
生
じ

て
い
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
前
納
で
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各

期
別
ご
と
の
引
き
落
と
し
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い

。11月の納税
国民健康保険税第5期

納税期限11 月30日嗣

税
を
知
る
週
間

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す

。

例
え

ば
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見

て
も
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す

。

税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
あ
り
ま
す

。

そ
こ
で
国
税
庁
で
は
、
『

こ
の
社

会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
十

一

月
十

一
日
幽
か
ら
十
七
日
附
ま
で

の
期
間
を

「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
ま
し
た

。

ま
た
、
週
間
の
テ
ー
マ
は
「
暮

ら

し
を
支
え
る
税
」。

広
く
国
民
の

皆
さ
ん
が
税
の
意
義
や
役
割
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
全
国
各
地
で
趣
向

を
准
ら
し
た
盛
り
だ

く

さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

l

、
税
金
展
の
開
催

国
民
一
人
一
人
が
税
の
し
く
み

や
使
い
み
ち
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
全
国

各
地
で
、
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ

ョ
ン

シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る

ビ
デ
オ
の
上

映
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
パ
ネ
ル
な
ど

の
展
示
を
行
い
ま
す

。

2

、
講
演
会
等
の
開
催

芸
能
人
や
文
芸
家
な
ど
の
方
を

招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

。

こ
の
講
演
会
は
、
「
日
頃
聴
け
な
い

話
を
」
と
い
う
ニ

l

ズ
に
お
応
え

し
、
税
金
に
限
ら
な
い
テ
l

マ
で

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
租
税
教
室

」

を
開
催

し
ま
す

。

3

、
座
談
会
な
ど
の
開
催

国
税
庁
や
国
税
局
及
び
税
務
署

の
幹
部
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
な
ど
の
座
談
合
や
対
談
に
出

席
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら

税
に

関
す
る
ご

意
見
を
承
り
ま
す

。

4

、
税
務
相
談

国
税
局
の
税
務
相
談
室
や
税
務

署
に
お
け
る
日
常
の
相
談
体

制
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
デ
パ
ー
ト
な

ど
に
臨
時
の
無
料
税
務
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
、
税
金
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
御
相
談
に
応
じ
ま
す

。

5
、

「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
表
彰

全
国
の
中
学

生
・
高
校
生
か
ら

募
集
し
た

「

税
に
関
す
る
作
文
L

の
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰
を
各

税
務
署
で
行
い
ま
す

。

詳
し

く

は
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

〈
社
会
科
学
〉
一
行
詩
父
よ
母
よ

l

吉
村
英
夫

〈
医
学
〉
自
分
で
つ
く
ろ
う
健
康

茶
l

大
海
淳

〈
技
術
〉
向
井
千
秋
メ
ダ
カ
と
飛

ん
だ
十
五
日
1

読
売
新
聞
社

〈
ス
ポ
ー
ツ
〉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

す
す
め

|

平
川
卓
弘

〈
哲
学
〉
心
の
器
を
大
き
く
す
る

本
l

松
原
哲
明

〈
歴
史
〉
日
本
史
・
乱
世
に
生
き

た
悲
運
の
女
た
ち

|

村
松
駿

士
ロ

〈
文
学
〉
幸
福
の
手
紙l
内
田
康

夫
〔
今
月
の
休
館
日
〕

3

日
、
7

日
、
川
目
、
何
回
、

引
日
、
ね
日
、
日
目
、
刊
日

〈
今
月
の
標
語
〉

読
書
万
巻
を
破
る
l

書
物
を

多
く
読
む
こ
と
。

篤

志

イサ

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た

。

浅
倉
孝
益
さ
ん
(
志
津

川
)

大
川
正
敏
さ
ん
(
南
野
田
)

成
光
昭
美
さ
ん
(
横
河
原
)

和
田
艶
子
さ
ん
(
樋
口
)

上
林
青
空
市
グ
ル
ー
プ
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予
防
接
種
法
及
び

結
核
予
防
法
が
改
正
に

な
り
ま
し
た
。

新
聞
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
、

予
防
接
種
法
及
ぴ
結
核
予
防
法
が

改
正
さ
れ
、
十
月

一
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た

。

改
正
の
内
容

(
予
防
接
種
法
)

ω
疾
病
ご
と
の
対
象
者
の
見
直

l
v
 

ω
健
康
被
害
者
へ
の
救
済
給
付

額
の
改
善

ω
予
診
の
方
法
(
問
診
・
検
温
・

診
察
)

ω
接
種
不
適
当
者
の
設
定

同
予
防
接
種
済
証
の
交
付
か
、

母
子
健
康
手
帳
へ
の
記
入

(結
核
予
防
法
)

川
小
学
校
二
年
生
と
中
学
校
二

年
生
の
健
康
診
断
を
定
期
か

ら
削
除
し

、
新
た
に
予
防
接

種
の
定
期
と
定
め
る
。

ω
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
を

問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

⑮
役
場
福
祉
謀
保
健
揚

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
一
三
一
・
一
一
一
一
一
一

行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
者

の
訊
砿
{
疋

間
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
続
の

基
準
の
変
更

な
お
、
集
団
接
種
会
場
に
お
き

ま
し
て
、
予
防
接
種
の
説
明
、
予

診
票
の
記
入
、
会
場
内
で
の
体
温

測
定
、
母
子
健
康
手
帳
記
入

事
項

の
変
更
、
予
診
の
徹
底
な
ど
に
よ

り
、
全
場
が
大
変
混
雑
し
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
安
全
に
予
防
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

で
す
の
で

、

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
、
今
年
度
か
ら
、
任
意
の

予
防
接
種
と
し
て
、
希
望
者
が
医

療
機
関
に
お
い
て
接
種
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
接
種
で
き

る
医
療
機
関
は
現
在
未
定
で
す

。

予
防
接
種
対
象
疾
患
及
び
対
象

者
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
平
成
七

年
四
月
一
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま

す
。

詳
し
く
は
、
平
成
七
年
四
月

の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

。

聞
砂
予
防
接
種
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

4
司

予
防
接
種
の
改
正
に
伴
い
、
予

防
接
種
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

広
く
国
民
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、

国
民
が
予
防
接
種
を
受
け
る
に

当

た
っ

て
必
要
と
す
る
適
正
な
情
報

提
供
等
を
行
う
た
め
に
、
厚
生
省

は
、
「

予
防
接
種
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」

を
左
記
の
と
お
り
開
設
し
、
予
防

接
種
に
関
す
る
種
々
の
電
話
相
談

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。

8 ホットライン設置場所企
〒23 1 横浜市中区山下町2番地産業貿易センターピJレ3F

財団法人 日本検疫衛生協会内

ft045-671-1858 
相談日時 毎週月~金曜日

9 : 30'"'"'12:00 、 13:00'"'"'16 : 00

必
平成開閉日より伊

子育て16hJてôS1f1'IU
ft23・4152

約??時間毎日目。土。。
日と年末年始は休J

愛媛県中央児童相談所

こんな時にはお電話を下さい。

- 健康相畿電話 ・
医豆霊童

-発育のこと

・ 不登校について

・ 友だちのこと

・ その他なんでも

- 進路や勉強のこと

・ 家庭のこと

・ いじめについて

・ 性格や行動のこと

- 育児のこと

・ 非行について

・ 学校のこと

・ 虐待について

-町 民の方からの健康aに関する相談のた

めの専用電話です。

・ 保健婦室に設置しています。 不在時は

留守番電話で相談内容を承り、後日、

保健婦から電話でご返事いたします。
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「おとしより 」 とその家族を対象に、心と身体の健
康相談を行います。

家庭で困っていること、自分のことで悩んでい
ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に
応じます。 お気軽にご利用下さい。

対象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時-4時

場所 役場保健婦室
担当者 医師、保健婦

料金 無料

内 容 個別で相談に応じ、必要な指導及び助言

を行います0
・ 予約制です。事前にお申し込み下さい。

日程表

平成6年 11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

病気や老化などで日常生活に支障をきたしてい

る方に対し、 1 ) ハピリ教室を行います。

対象 町内在住の方

時間 午後1時30分-3時30分

場所 町民会館

担当者 医師、理学療法士、作業療法士、保健婦

料 金 無料

・事前にお申し込み下さい。

日程表

平成 6年 11 月 1 4 日 (月) ・ 25 日制

12月 5 日 (月) ・ 16 日制

平成 7 年 1 月 9 日 (月) ・ 27 日制

2 月 6 日 (月)・ 17 日 制

3 月 6 日 (月) ・ 17 日制

※健康カ レンダーの自程と は 、 一部変
更と な りまし たのでご了承下さ い。

母親となる喜びや不安を話し合い、妊娠 ・ 出産・

育児に関して勉強しましょう。

一人であれこれ思うよりも、みんなで話し合っ

てみませんか。

対象 妊婦

料金 無料

場所 町民会館

時間 午後l時30分一3時

・事前にお申し込み下さい。

月 日 内

11 月 22 日 伏) -講・ 義妊娠・ 実の技生理
- 呼吸法

11 月 28 日 (月)
- 講義

容

- お産の準備・育用児品用
- 子ども服 品の選び方

12 月 6 自 民) - 実・・ 技乳1木i房・谷講の義手当

12 月 13 日 決) - 座談会、ゃ(先育ん輩の児おのだ母体きさ験方ん談、とあいっしょに)- お産
- 赤ち 、 やし方

基本健康診査結果報告会を下記の日程で行し、ま

す。

健診を受けられた方は、ぜひお越し下さい。

都合で報告全に参加できない場合は、後日結果

通知書を送付します。

日時 12月 15 日(刻午前9時30分~

場所 町民会館

対 象 11月 10 日町民会館にて基本健康診査を受

けた方

持参品 健康子帳

内容 講演 「これからの健康づくり」 医師

個別指導一医師 ・ 保健婦

12月 T 目-7日愛媛エイズ予防週間
夜間電話相談 1 夜間血液検査

1 2月 1 日 (木)、 2 日後) 、 5 日 (月 ) 、 6 日 (火)、 7 日 (水)の午後5時か

ら午後8時までエイズで悩み、不安、疑問を持っている

方は

岱31 -4036 ・ 31-8455へお電話下さい。
専門の医師等がお答えします。 お気軽にどうぞえ/

1 2 月 1 日 (木)午後5時から午後8時まで無料で検査

しますので、松山中央保健所へお越 し 下さい。

秘密は、絶対守ります.ヴ
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社禽

畝青

福
-
骨
文
学

第
八
回
目
の
福
寿
大

学
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
き
い
。

日
時

十
二
月

九
日
幽

午
前
十
時
i

場
所

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

内
容

重
信
町
の
福
祉
計
画
に

つ

い
て

講
師

福
祉
課
長
別
府
頼
房
氏

受
講
料

無
料

(
講
演
終
了
後
、
開
講
式
を
行
い

ま
す
。
)

慨

ョ
，
文
化
協
会
セ
ミ
ナ
ー
を

倒
幽
受
講
し
て

去
る
十
月
二
日
、
町
民
会
館
研

修
室
に
お
い
て
「
皿
ヶ

嶺
の
自
然

を
楽
し
む
」
と
題
し
て
、
自
然
公

園
指
導
員
・
清
家

一
明
先
生
に
よ

る
講
演
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
重

信
町
で
は
毎
年
十
月
十
日
の

皿
ヶ

嶺
登
山

が
恒
例
行
事
と
な
り
町
民

の
聞
に
広
く
定
着
し
、
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
聞
い

て
い
ま
す

。

そ
の
方
々
も
参
加
さ

れ
楽
し
く
も
た
め
に
な
る
全
と
な

り
ま
し
た

。

講
演
で
は
、
登
山
の
基
礎
知
識

に
始
ま
り
、
自
然
と
い
か
に
関
わ

る
か
、

X
、
山
は
単
に
登
る
だ
け

で
は
な
く
時
に
は
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
哲
学
の
道
で
も
あ
る
と
、

熱
っ

ぽ
く
語
ら
れ
る
先
生
の
目
が

生
き
生
き
と
し
て
、
聞
く
者
を
ひ

き
つ
け
ず

に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
山
に
は
チ
リ
ひ

と
つ
残
さ
な

い
事
以
「
帰
っ
た
ら
山
へ
の
手
紙
を

書
く
こ
と
。
」
と
て
も
心
に
残
る
言

葉
で
し
た

。

講
演
の
後
、
先
生
自

ら
の
工
夫

に
よ
る
便
利
袋
の
数
々
を
興
味
深

く

拝
見
し
な
が
ら
、
先
生
の
山

へ

懸
け
る
思
い
が
「
本
物
」
で
あ
る

事
を
痛
感
し

つ
つ
、
時
の
た
つ
の

を
忘
れ
た
秋
の
ひ
と
と
き
で
し
た

。

文
化
協
会
団
体
紹
介

「
重
信
町
民
謡
協
会
」

r、

q
u
 

a-u 
z祭

U
レ
ト
】

s,a, 日文川町
り
ι
=
-
E
F

同
点
H
l

，‘

?

i
w

即重

ト
ム

町
一

重
信
町
民
謡
協
会
は
、
民
謡
愛

好
者
が
集
ま
っ
て
、
会
派
を
超
え

て
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

一
回
、
重

信
町
文
化
祭
時
に
発
表
全
を
行

っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
で
十
七
回

目
に
な
り
ま
す

。

民
謡
は
祖
先
か
ら
唄
い
継
が
れ

て
き
た
懐
か
し
い
心
の
ふ
る
さ
と

で
す
。
最
近
カ
ラ
オ
ケ
ブ
ー
ム
に

よ
り
少
し
下
火
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
三
味
線
、
尺
八
、
太
鼓
に

合
わ
せ
、
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し

て
唄
っ
た
後
は
気
分
壮
快
、
ス
ト

レ
ス
解
消
、

美
容
と
健
康
に
効
果

バ
ッ
グ
ン
で
す

。

現
在
、
重
信
町
内
に
十

一
団
体

の
民
謡
の
全
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い

。

新

し
い

仲
間
を
待

っ

て
お
り
ま
す

。

連
絡
先
重
信
町
民
謡
協
会
会
長

山
口
宗
鹿
六
四

l

三
八
三
九

高
齢
者
防
災
敏
室

「
高
齢
者
か
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
第

3

回
高
齢
者
防
災
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す

。

災
窓
口は
初
期
の
状
況
判
断
と
対

処
の
仕
方
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

今
回
は
消
防
本
部
で

一
一
九
番

通
報
訓
練
や
消
火
器
、
天
ぷ
ら
火

災
の
消
火
訓
練
、
消
防
署
の
見
学
、

は
し
ご
車
の
体
験
乗
車
な
ど
を
実

施
す
る

予
定
で
す
。

日
時

十

一
月
十
五
H

午
前
十
時
1

十
一
時
三
十
分

場
所

東
温
消
防
本
部

受
講
料

無
料

問
い
合
せ
先東

温
消
防
本
部
予
防
係

ハ
四
1

五
二

一
O

生
か
し
ま
せ
ん
か
商
機
の
秋

重
信
町
中
小
企
業
振
興
資
金
が
本
年

六
月

の
要
綱
改
正
に

よ
リ
借
り
や
す

く
な
リ
ま
し
た
。

貸
付
対
象

町
内
で

一
年
以
上
同

一

事
業
を

営
み
、
居
住
し
て

い
る
中

小
企
業
者

(
県
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業
種
)

貸
付
限
度
額

運
転
資
金

・

設
備
資

金
各

三
百
万
円
以
内

貸
付
期
間

運
転
資
金

三
年
、
設

備
資
金
四
年
(
据
置
期
間

二
ヶ

月
以
内
)

(
運
転
・

設
備
資
金
併
用
の
場
合
は

五
百
万
円
以
内
)

保
証
人

個
人

一
名
以
上
、
法
人

代
表
者
を
含
む

二
名
以
上

(
町
内
に

一
年
以
上
居
住
し
、
川

税

を
完
納
し
て
い
る
方
)

利
率

金
融
機
関
基
準
金
利

現
在
四

・

四
%

保
証
料

県
保
証
協
会
保
証
料

0
・

八
五
%

利
子
補
給

完
済
後
、
町
よ
り
利

子

補
給

一
%
及
び
保
証
料
の
補
給
が

あ
り
ま
す

。

受
付町

内
金
融
機
関

伊
予
銀
行
(
機
河
原
・
牛
洲
)
、

愛
媛
銀
行
(
重
信
・

見
奈
良
)
、

愛
媛
信
用
金
庫
(
積
河
原
)

商
工
会

似
月
十
日
迄
に
お
申
し
込
み
卜
さ
い

。

商
工
会
で
は
右
記
町
振
興
資
金
の
ほ

か
国
民
金
融
公
庫
・
県
単
資
金
等
制

度
資
金
を
取
り
揃
え
て
お

り
ま
す

の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

。

合
六
四
ー

一
二
五
凹



人
権
問
題
と
差
別

ー
ー
女
性
差
別
|
|

部
落
差
別
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
が

集
約
的
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
だ
と

い
う

人
が
い
ま
す
。
職
業

、

学
歴
、

心
身
障
害
者
、
性
な
ど
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
差
別
を
許
す
土
壌
が
社

会
の
中
に
生
き
て
い
る
限
り
部
落

差
別
解
消
は
な
か
な
か
は
か
ど

ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
を
ふ
み
に
じ
る
こ
れ
ら
の
差

別
の
根
を

一
本

一
本
断
ち
切
っ
て

い
く
こ
と
は
、
部
落
差

別
を
解
消

す
る
道
す
じ
へ
と
つ
な
が
り
ま
す

。

こ
-
-
で
は
女
性
差
別
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。四

月
ご
ろ
で
あ

っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
新
聞
に
中
学
生
が
「
残

っ

て
い
る
男
女
差

別
」
と

題
し
て
投

書
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
私
の
家
で
法
事
が
あ
り
ま
し
た

。

私
も
母
の
手
伝
い
で
一
日
中
走
り

1 11 ・2tιけめぶ

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
男
の
人

は
ず
っ
と
座

っ

て
お
酒
を
飲
ん
で

い
る
だ
け
で
し
た
。

:
:
:
男
女
平

等
と
い
う
言
葉
が
社
会
で
は
だ
い

ぶ
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
が
、
家
庭
内
が
こ
れ
で
は
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性

の
み
な
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性

を
奴
隷
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
U

と
い
う
内
容
の
も
の
で
し
た

。

ま
た
、
別
の
日
に
中
学
生
か
ら

「
な
ぜ
女
子
高
を
差

別
す
る
の
。
」

と
い
う
投
書
も
あ
り
ま
し
た
。

中
学
生
に
も
な
れ
ば
社
会
の
古

さ
あ
る
い
は
前
近
代
的
な
も
の
を

し

っ

か
り
と
見

つ
め
て
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す

。

け
れ
ど
も
現

実
に
は
、
「
女
の
子

だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
気
張
ら
ん
で

も
え
え
で
は
な
い
か

ω
と
か
「
女
の

子
の
幸
せ
は
男
次
第

J」
と
か
「
少
々

頭
が
悪
う
て
も
顔
さ
え
ち
ょ
っ
と

可
愛
い
ら
し
け
り
ゃ
あ

、
女
は

幸

せ
に
な
れ
る
。

」
あ
る
い
は
「
自
立

す
る
よ
り
は
、
適
当
な
男
性
と
結

ぼ
れ
て

「
完
全
就
職
」

す
る
方
が

よ
ろ
し
い
」

な
ど
と
い

っ
た
言
葉

が
、
今
も
な
お
私
た
ち
の
周
辺
で

交
わ
さ
れ
る
場
合
が
少
な

く

あ
り

ま
せ
ん

。

あ
く
ま
で
も
女
性
は
受

け
身
、
万

事
に

一
歩
さ
が

っ

て
控

え
目
で
あ
る
の
が
「
女
ら
し
い
」
と

い
わ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か

。

全
国
六
二
O
O

か
所
余
り
で
行

っ
た

「
地
域
に
お
け
る
男
女
の
共

同
参
加
」
調
査
に
よ
る
と
、
農
村

に
お
け
る
公
役
に
お
い
て
共
同
作

業
に
男
性
で
な
く
女
性
が
出
た
場

合
、
負
担
金
(
千
円
か
ら

二
千
円
)

を
と
る
地
域
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

女
性
は
男
性
の
七
割
に

し
か
当
た
ら
な
い
と
評
価
し
て
い

る
の
で
す

。

ま
た
、
他
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
地
域
の
慣
習
と
し
て
地
区
の

催
し
ゃ
共
同
作
業
な
ど
の
あ
と
の

慰
労
会
の
際
「
女
性
は
準
備
役
で

男
性
は
酒
を
飲
む
だ
け
の
地
区
」

が
三
分
の
二
に
近
い
臼
%
も
あ
り
、

ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
対
象
の
地
域
リ

ー

ダ
ー
の
日

・

2
%
は
、
自
ら

「
な

に
こ
と
に

つ
け
て
も
男
性
を
た
て

る

慣
習
が
あ
る
」
こ
と
を
認
め
て

い
ま
す

。

か
つ
て
、
あ
る
全
社
が
「
女
子

社
員
採
用
に

当
た

っ

て
の
留
意
す

べ
き
こ
と
」

と
い
う
マ
ル

秘
文
書

は
ま
さ
に
極
め

つ
き
の
女
性
差
別

で
し
た
。

す
な
わ
ち
「
採
用
不
可

の
女
子
L

の
粂
件
と
し
て

①
ブ
ス
(
絶
対
に
避
け
る
こ
と
)

②
チ
ビ
(
身
長
一
四
o

m
以
下
は

全
く
不
可
)

な
ど
で
す
。

女
性
は
、
一
個
の
独
立
し
た
人

間
と
し
て
で
は
な
く
、
多
く
の
場

合
、

夫
に
隷
属
す
る
妻
と
し
て
、

重
要
な
役
割
と
し
て
は
評

価
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
、
子
供
を
育
て
る

母
で
あ
り
、
家
事
労
働
者
で
あ
り
、

男
性
を
満
足
さ
せ
る
だ
け
の
安
い

賃
金
の
労
働
手
段
と
し
て

の
地
位

に
甘
ん
じ
て
き
ま
し
た

。

け
れ
ど
も
、
現
在
は
、
男
女
平

等
の
原
則
に
基
づ
き
「
民
法
」
も

改
正
さ
れ
家
族
制
度
も
な
く
な
り
、

封
建
性
の
打
破
、
人
権
尊
重
、
婦

人
の
地
位
向
上
、
男
女
平
等
な
ど

が
志
向
さ
れ
て
き
た
た
め
、
女
性

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
女
性
自

身
の
意
識
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き

ヰ
品
1
ν
hん。

し
か
し
、
「
女
の
く
せ
に

・
」
と

か
「
女
の
腐
っ
た
よ
う
な
」
と
い

っ

て
、
女
性
に
対
す
る
差
別
意
識

が
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い

る
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
す

。

そ

れ
に
女
性
自
身
も
気
が
付
い
て
い

な

い
し
、
男
性
も

生
ま
れ
た
と
き

か
ら
そ
う
だ
か
ら
気
に
も
し
て
い

な
い
と
い
う
日
本
の

社
会
の
古
さ

と
い
う
も
の
を
か

い
ま
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
女
性
差
別
を
ま
か
り

通
ら
せ
る
社
会
的
な
体
質
で
は
、

ほ
ん
と
う
の
意
味
の
民
主
社
会
は

成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
差
別
解
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が

育
た
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ

今
、
「
男
に
都
合
の
い
い
世
の

中
」
が
「
女
に
も
都
合
の
い
い
世

の
中
」
へ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
は
、
世
の
中
の
大

き
な
流
れ
な
の
で
す

。

日
時

日
月

M
日
開

午
後
7

時
却
分
1

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

愛
媛
県
生
涯学
省
推
進
講
師

江
口
徹
子
先
生

「

と
も
に
生
き
て
行
く
」

講場
師所

演
題



て

二
十
四
万
円
支
給
し
て
い
ま
し

た
が
、
十
月
一
日
よ
り
出
産
育
児

一
時
金
と
し
て
三
十
万
円
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

(
死
産・
流
産
で
も
妊
娠
八
十
五
日

以
上
で
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す

。

)

申
請
に
必
要
な
も
の

・

国
民
健
康
保
険
証

・

母
子
健
康
手
帳

-

印
か
ん

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
出
申
請
及
び
問
い
合
せ
は
、

役
場

産
し
た
と
き
、
従
来
助
産
費
と
し

町
民
課
国
保
係
ま
で

。
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出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
に
つ
い
て

置個町健康づくり推進大会記念講演

-
a議
γ

マッハ文朱

「マッハ流

エンジョイ健康法」

平成6年11 月 27 日(日)

開場 12時40分
開演 13時00分

女優

題

時

師講

演

日

‘ 
町民会館大ホール

無料(ただし、入場

整理券が必要です~)
役場町民課、町民会
館にて配布します。

重信町
重信町国民健康保険

場

聴講料

主 {握

.�.. 
~ 

-
免
除
を
受
け
た
保
険
料
は園

田
追
納
で
き
ま
す

圃

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
た
被
保
険
者
の
方
が
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な

っ

た
場
合
に
、
免
除
を
受

け
た
期
間
分
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
有
利
な
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す

。

保
険
料
の
追
納
は
、
被
保
険
者

又
は
被
保
険
者
で
あ
っ

た
方
が
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
が
、
既
に
、
老
齢
基
礎
年

金
、

旧
国
民
年
金
の
老
齢
年
金

・

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

追
納
で
き
る
期
間
は
、
過
去
十

年
以
内
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の

全
期
間
又
は

一
部
で
す
。
一
部
の

場
合
は
、
追
納
す
る
月
を
任意
に

選
択
で
き
ず
、

一
番
古
い
月
か
ら

追
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

追
納
す
る
保
険
料
は
免
除
を
受

け
た
当
時
の
保
険
料
に
、
そ
の
後

の
経
過
年
数
に
応
じ
て

一
定
額
が

加
算
さ
れ
ま
す

。

た
だ
し

、

昭
和

六
十

一
年
三
月
以
前
の
期
間
に
つ

い
て
の
追
納
に
は
加
算
が
あ
り
ま

せ
ん

。
免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を

受
け
取
る
際
に
必
要
な
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は

三
分
の
一
の
金
額
で
計
算
さ
れ
ま

す
。

保
険
料
の
退
納
は
こ
の

三
分

の

一
計
算
を
元
に
戻
し
ま
す

。

ぜ
ひ
、
こ
の

「

追
納
制
度
」
を

利
用
し
て
、
有
利
な
年
金
を
お
受

け
取
り
下
さ
い

。

保
険
料
を
追
納
す
る
と
き
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込

書
」

の
提
出
が
必
要
で
す

。

役
場

町
民
課
国
民
年
金
係
又
は
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ

去
」
い
。

圃
国
民
年
金
保
険
料
は

圃

圃
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す.

給
与
所
得
者
の
み
な
さ
ん
、
年

末
調
整
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
末

調
整
の
と
き
に
「
社
会
保
険
料
控

除
」
と
し
て
、
全
額
所
得
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
保
険
、
雇

用
保
険
な
ど
の
社
会
保
険
料
は
、

特
に
ご
自
身
が
手
続
き
を
す
る
こ

と
な
く
、
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

し
か
し
、
給
与
所
得
者
が
直
接

支
払
う
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

ご
自
身
の
申
告
に
よ
り
控
除
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、

「

給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申

告
書
」

(
緑
の
用
紙
)
に
支
払
っ
た

保
険
料
の
金
額
な
ど
を
記
入
し

て
、
給
与
支
払
者
に
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
六
年

一
月
か
ら

十
二
月
ま
で

の

聞
に
支
払
っ

た
保
険
料
な
ど
で

、

ご
自
身
の
保
険
料
は
も
と
よ
り
、

生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
そ

の
他

の
親
族
(
別
居
中
の
大
学
生
も
含

む
)
が
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支

払
っ

た
場
合
に
も

、

そ
の
保
険
料

の
全
額
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

な
お

、

平
成
五
年
以
前
の
納
め

忘
れ
の
保
険
料
や
過
去
の
保
険
料

免
除
期
間
の
保
険
料
を
平
成
六
年

中
に
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
保

険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て

「

給
与
所
得
者
の

保
険
料
控
除
申
告
書
」

に
記
入
し

て
下
さ
い

。



晴
れ
の
門
出
を
す
る
新
成
人
を

迎
え
、
そ
の
前
途
を
激
励
・

祝
福

す
る
た
め
、
明
春
一
月
十
五
日
、

町
民
会
館
に
お
い
て
成
人
式
を
行

い
ま
す
。

十
二
月
末
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
で
本
人
あ
て
に
案
内
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

な
お
、
勤
務
や
学
校
の
都
合
で

町
外
に
居
住
し
て
い
る
方
で
「
ふ

る
さ
と
重
信
」

の
成
人
式
に
参
加

希
望
す
る
方
、
ま
た
、
下
記
の
名

簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
は
、

町
民

会
館
社
会
教
育
課

(宮
六
四
ー

一

五
O
O
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

(
名
簿
は
、
十
月

一
日
現
在
の
住
民

票
に
よ
る
も
の
で
す
。
)
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成
人
式

谷高清清清参坂後菊片岡大大井伊伊阿国渡若山水水水藤林恒坂是岸稲市.和中徳酒田
本崎家家水 川 本藤地岡本田賀上賀賀部園部松本田田田岡 岡本川尾田原園田島野井田

由 固 か 掴回
一 威純友晴 康摩由紀奈真有丈清固幸有恵隆直篤 雅正愛お智 裕固 朋里友悶
史毅利一治美香忍男弥香子美紀子洋志.造紀子介樹志子贋子り重幸誠二.宏美美美園

谷
本
浩
樹

田
村
栄
治

恒
岡
美
佳

恒
岡
結

土
居
達
之

漬
田
裕
子

明
賀
久
美
子

目
崎
大
介

森
居
紀
子

森
本
忍

山
内
葉
子

渡
部
大
輔

渡
部
仁
志

渡
謹
美
紀

圃
闘
嗣
幽
圃

青
野
豪

青
野
大
樹

赤
松
良
久

荒
木
美
歩

伊
藤
綾

伊
藤
志
帆

伊
藤

勇
二

井
上
め
ぐ
み

馬
越
順
子

大
谷
早
絵
子

岡
本
和
恵

小
倉
浩

加
藤
武
史

佐
伯
貴
史

閥
さ
な
え

竹
田

淳
子

田
中
直
樹

永
野
真
美

南
保
有
希

西
村
秀
明

西
村
祐
美

深
井
美
由
紀

福
島
正
芳

槙
史
絵

松
岡
恵
子

松
本
和
則

三
村
八
恵

宮
城
裕
介

村
上
加
奈

矢
内
佐
奈
江

柳
津
正
彦

音
岡
浩
司

由
本
美
紀

渡
部
雅
弘

和
田
淳
子

和
田
奈
保
子

園
回
圃
幽
・

岡
本
砂
織

岡
本
秀
俊

掛
水
茂
洋

川
村
裕
則

塩
出
賢
一

仙
波
重
次
郎

多
国
友
美

花
山
光
利

森
川
裕
美
子

山
内
美
江

和
田

淳
子

和
田
覧
美

和
田
昌
知

圃
闘
闘
困
・

相
原
賢

二

有
光
保
幸

安
藤
恵
美

池
川

雅
敏

伊
豆
紀
子

井
戸
奈
穂
子

伊
野
美
千
代

大
隅
三
恵
子

大
星
珠
恵

岡
直
美

岡
村
里
美

越
智
あ
ゆ
み

越
智
真
里

梶
原
亜
矢
子

片
山
京
子

門
部
志
穂

木
下
み
き

吉
良
佳
織

久
保
寛
尚

小
島
真
弓

近
藤
千
恵

近
藤
み
き

後
藤
友
紀

佐
伯
七
重

酒
井
美
紀

佐
山
由
利
子

塩
見
真
理

白

川

美
佐

杉
原
慎

一
郎

杉
原
陽
子

杉
本
薫

武
田
理
恵

田
中
暁
子

佃
和
美

野
田
泰
秀

漬
井
真
里
子

久
川
雅
彦

虞
江
志
奈
子

藤
岡

真
紀

松
尾
さ
お
り

松
下

圭
祐

宮
崎
敦
恵

宮
守
令
子

三
好
美

加

目
見
田
知
代

矢
葺
順
子

吉
岡
賢
恵

渡
部
明
二

渡
部
温
子

渡
辺
幸
恵

渡
部
良
正

圃
幽
周
回
・

池
田
誠
也

入
山
美
幸

大
西
一
正

岡
田
あ
ゆ
子

掛
水
美
鈴

亀
井
和
男

木
村
真
魚

河
測
な
ぎ
さ

坂
上
太
一

白
石
薫

鈴
木
千
恵

高
市
佳
子

高
須
賀
志
津

高
須
賀
徳
子

高
須
賀
英
郎

高
須
賀
真
実

高
橋
大
輔

武
智
圭
太

武
智
妙
子

竹
本
泰
祥

田
中
潤
子

徳
田
有
美

中
対
幸

中
野
英
樹

中
見
千
里

野
本
啓
子

東
靖
弘

兵
頭
雅
弘

松
下
恵
美
子

水
谷
美
穂

宮
崎
良
典

森
長
幸
子

森
本
泰
輔

山
内
奈
美

渡
部
真
紀
美

問
悶
悶
悶
幽

有
光
晶
子

宇
都
宮
久
美子

大
野
あ
ゆ
み

郷
田
幸
代

橘
聡
美

田
中
元
太
郎

平
野
敏
克

藤
井
美
江

三
瀬
裕
二

明
賀
七
重

村
尾
紀
久
子

村
田
芳
一

山
本
容
史
美

園
回
開
幽
園

大
北
潤

大
北
淳
子

大
西
志
保

大
野
修

重
見
潤

篠
原
康
昭

住
吉
哲
暢

高
須
賀
愛

露
口
真
弓

藤
田
久
美
子

前
島
美
佐
子

八
木
英
記

八
木
真
和

山
口
恵
実

聞
酬
醐
醐
幽

有
馬
真
由
美

伊
藤
正
孝

大
北
泰
伸

大
西
明

岡
崎
昌
征

越
智
園
文

葛
原
淳

後
藤
薫

佐
伯
ユ
ミ

坂
本
英
明

清
水
さ
お
り

善
家
伸

一
郎

高
田
裕
一

高
森
美
樹

中
川
い
の
り

野
村
由
美

本
田
東
加

本
田
裕
美

正
岡
志
津
江

正
岡
大
輔

三
好
聡
志

山
口
洋
子

横
尾
博
枝

横
山
恵

一

渡
部
淳
治

和
田
修

悶
悶
国
側
幽

伊
藤
絵
理

鵜
久
森
聡

奥
田
健
太

河
野
茂
雄

高
市
治

兵
頭
由
紀

松
田
恵
美
子

宮
本
恵
子

園
悶
醐
剛
幽

小
笠
原
早
知
子

酒
井
美
和

渡
部
真
典

田
岡
胤
岡
田

相
原
美
由
起

小
林
守

高
橋
美
和

束
村
幸
子

束
村
知
重

束
村
元

佃
満
幸

丹
生
谷
恵
美

平
岡
小
代
子

平
岡
誠

松
田
直
子

宮
内
章
隆

宮
崎
理
奈

明
賀
利
江

山
口
恵
美

回
開
闘
困
・

池
川

秀
則

小
谷
安
代

佐
伯
知
栄

高
市
誠

高
岡
和
豊

武
智
弘

遠
山
剛
司

前
田
美
生

矢
野
尚
良

回
凶
闘
剛
幽

白
川

安
孝

山
内
亜
希
子

園
凶
聞
凶
・

相
原
知
子

相
原
昌
雄

相
原
桃
子

大
木
畑
恭
子

河
口
晃

川
端
亜
弥

白
石
晃

武
智
弘
和

藤
川

武

牧
あ
り
さ

牧
政
範

明
賀
恒
久

・
園
周
幽
・

菅
能
浩
二

菅
能
真
由
美

塩
見
栄
蔵

森
圭
森
俊
二

森
雅
美

山
内
智
子

山
内
龍

渡
部
晃
雄

渡
部
多
美

渡
部
昌
和

渡
部
美
樹

園
回
闘
凶
・

伊
東
恵
秀

大
西
知
子

大
西
み
ゆ
き

越
智
藤
子

後
藤
武
士

永
井
涼

子

野
上
修

野
中
綾
子

野
中
由
香

野
中
繋

乗
松
孝
行

森
修

二

森
正
治

山
内
章
江

波
部
倫
子

園
田
岡
凶
園

岩
田
直
樹

倉
瀬
宏

高
市
智
紀

武
智
香

津
川

俊
治

溝
田
真
也
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お知らせ
ヨーナ-i

町
で
施
行
し
て
い
る
野
田
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
お
い
て
、

現
在
ま
で
に
道
路
築
造
が
終
了
し
、

未
舗
装
箇
所
に
つ
い
て
、
平
成
七

年
三
月
末
ま
で
に
舗
装
工
事
の
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

そ
こ
で
、
舗
装
工
事
施
工
後
、

給
水
管
の
布
設
を
行
う
と
道
路
復

旧
に
係
る
自
己
負
担
費
用
が
増
え

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
土

地

区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
内
の
土

地
に
給
水
管
の
布
設
を
計
画
さ
れ

て
い
る
方
は
、
早
め
に
諸
手
続
を

取
っ
て
下
さ
い
。

又
、
町
で
施
工
し
て
い
る
野
田

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
お

い
て
、
雑
草
に
対
す
る
苦
情
が
周
辺

の
住
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
仮
換
地
の
使
用
収
益
開
始

が
認
め
ら
れ
た
権
利
者
に
は
、
こ
れ

を
管
理
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雑
草
の
処
理
を
し
て
下
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に水

田
寛
さ
ん

国
務
大
臣
総
務
庁
長
官
か
ら
、

重
信
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に

水
田
賓
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

。

国
・

県
・
市
町
村
の
仕
事
や
、

J
R

・

N
T
T

・

公
庫

・

公
団
な

ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

O

苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

。

O

多
数
の
機
関
が
関
係
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
。

O

説
明
に
納
得
で
き
な
い

。

O

こ
の
よ
う
に
し
て
欲
し
い
の
だ

カ
.

等
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い

。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守

っ
て
く
れ
ま
す
。

氏
名
水
田
賀

住
所
重
信
町
大
字
国
窪
一
五
四

一

電
話
六
四

l

三
四
二
三

※

毎
月
の
行
政
相
談
開
設
日

毎
月
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

役
場
会
議
室

(
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
の
場

合
あ
り
)

家
庭
に
一
本
消
火
器
を
/

重
信
町
消
防
団
で
は
、
消

火
器

の
購
入
及
び
詰
め
替
え
の
あ
っ
旋

を
行
っ
て
い
ま
す

。

近
年
、
出
火
原
因
と
し
て
目
立

っ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災

の
消
火
に
有
効
な
消

火
器
を

家
庭

に
最
低

一
本
は
備
え
て
お
き
ま
し

ト
ふ
、つ
ノ。

消
火
器
の
購
入

・

詰
め
替
え
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
近
所
の

消
防

団
員

又
は

役
場
総
務
課

(六
回
|

二
O
O

一
間
)
へ
お
問
い
合
せ
下

支
」
い
。

消火器のあっ旋価格表(平成6年 11 月 ~)
(単位 . 円)

区分 型式 消防団あっ錠価* 区分 型式 消防団あっ旋価格

4 3 , 500 3 1 , 800 
事庁
規 6 4.600 つ 4 2 , 000 
購 め
入 10 5.100 

か
6 2.300 

20 9 , 900 え 10 2, 600 

20 5.800 

テ
ー
マ

「
マ
レ
ー
シ
ア
紹
介
」

日
時

十
一
月
十
六
日

附

午
後

一
時
1

二
時
三
十
分

場
所
町

民
会
館

3

F

視
聴
覚
室

講
師

ザ
ム
リ
・
サ
イ
ノ
ン

(
愛
媛
大
学
留
学
生
)

入
場
無
料

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い

。

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
1

十
一
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館

指
導
者

中

川
鼻
先
生

(
日
中
太
極
心
身
全
)

申
し
込
み
先町

民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
四
1

一
五
0
0

太
極
拳
は

心
を
鎮
め
、
精
神
を

集
中
し
ゆ

っ
く

り
し
た
動
作
な

の
で
ど
な
た
で
も
親
し
め
ま
す

。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

カ 日
時

「
万
葉
集
・
悲
恋
物
語
」

|
狭
野
弟
上
娘
子
と

流
罪
の
夫
|

講
師

竹
田
美
喜
先
生

(
消
美
高
教
諭
、
愛
媛
大

学
非
常
勤
講
師
)

日
時

十
二
月
十
日
出

午
後
二
時
三
十
分
l

四
時

場
所
町

民
会
館

聴
講
料

無
料

(
整
理
券
を
町
民
会
館
と
図

書
館
に
置

い
て
い
ま
す

。

)

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

仕
事
と
金
運
を
良
く
す
る

メ
イ
ク
法

講
師

寺
田
の
り

子
先
生

日
時

十
一
月
十
六
日
嗣

午
後
七
時
1

九
時

場
所

重
信
町
商
工
会
館

聴
講
料

無
料
(

一
般
の
方
歓
迎
)

主
催

重
信
町
商
工
会
青
年
部
・

婦
人
部

。
幸
せ
を
呼
ぶ

不
思
議
な
メ
イ

ク
。
を
指
導
し
、

テ
レ
ビ
出
演
等

で
話
題
の
人
。



. 15.~((ιけれ.3:

十
一
月
十

二
日
か
ら
北
九
州
市

で
開
催
さ
れ
る
第
七
回
全
国
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
イ
ン

テ
ィ
ア
カ
の
部
で
県
代
表
と
し
て

出
場
さ
れ
る
重
信
町
の
「
ポ
テ
ト
&

よ
し
い
チ

l

ム
」
。

大
会
に
向
け
て
の
抱
負
は
?
と

い
う
質
問
に
、
「
あ
ま
り
気
負
い
こ

ま
ず
、
と
に
か
く
楽
し
ん
で
き
ま版

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
九
月
三
十
日
、
西
岡
の

県
道
松
山
川
内
線
で
交
通
茶
屋

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
交
通
茶
屋
は
、
東
温
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
国
立
療
養

所
愛
媛
病
院
附
属
看
護
学
校
、

重
信
町
婦
人
会
、
重
信
町
交
通

指
導
員
会
等
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
長
も
参
加
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

・

ジ
ュ
ー
ス
等
、
婦
人
全
か

ら
は
全
員
手
作
り
の
マ
ス

コ

ッ

ト
を
配
付
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ドライバーに安全運転呼びかげ
す

。

」
と
と
て
も
明
る
い

コ

メ
ン
ト

が
返
っ

て
き
ま
し
た

。

が
ん
ば
っ

て
き
て
下
さ
い
。

ガシ川ッ手J

十
月
二
日
、
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
松
山
地
区
予

選
で
、
重
信
町
で
唯

一
優
勝
を
果

た
し
た
の
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

チ
ー
ム
。

「
ず
っ
と
初
戦
で
敗
退
し
て
き

た
の
で
、
今
回
は
ま
ず
予
選
突
破

が
目
標
で
し
た
。
後
は
、
ベ
ス
ト

4

を
目
指
し
、
が
ん
ば

っ

た
か
い

あ
っ
て
今
回
優
勝
を
手
に
で
き
ま

し
た

。

」

毎
週
水
曜
日
、
忙
し
い
合
聞
を

ぬ
っ
て
南
吉
井
小
学
校
体
育
館
で

練
習
さ
れ
て
い
ま
す

。

十
一
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
県
大

会
で
も
好
成
績
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。

第
十
二
回
ア
ジ
ア
大
全
に
出
場

さ
れ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
団
体
戦
で
見

事
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
和
田

幸
正
さ
ん
。
(
南
野
田
在
住
)

「
ア
ジ
ア
大
会
と
い
う
大
き
い

大
会
に
出
場
で
き
、
と
て
も
光
栄

で
す

。

日
本
以
外
の
国
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
和

田
さ
ん

。

「

今
固
め
成
績
に
は
自
分
な
り

に
満
足
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら

は
来
年
の
世
界
選
手
権
に
向
け
て

一
層
が
ん
ば
り
た
い

。

」
と
意
気
込

み
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

家
庭
で
は

二
児
の
や
さ
し
い
お

九
月
十
三
日

ω
、
町
民
会
館

大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
福
祉
大

会
に
、
米
寿
該
当
者
三
十
二
名
・

金
婚
式
該
当
夫
婦

二
十
九
組
・

健
康
優
良
老
人
被
表
彰
者
百
三

十
八
名
を
お
迎
え
し
ま
し
た

。

記
念
品
の
贈
呈
後
、
双
葉
保

育
所
園
児
に
よ
る
太
鼓

・

琴
城

流
大
正
琴
琴
扇
舞
会
に
よ
る
大

正
琴
の
演
奏
や
数
多
く
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
顕
彰
者
の
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

又
、
九
月
十
九
日
間
に
重
信

中

学
校
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ

た
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
成

績
は
以
下
の
と
お
り
で
す

。

-・・ますますお達者・・・
アジア大会ボウリングで銅

父
さ
ん
。
今
後
も
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す

。

広報の早期配付にご協力下さい。

優
勝南

野
田

準
優
勝

牛
洲

第
三
位

西
岡

31 
\
康

弘
tn

J
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お
誕
生
お
め
で
と
う
/

十
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

牛横田横田田上牛 住
i可 j可

t拘j 原窪原窪窪村沸l 所

坂伊奥葛加倉高桝
保本藤切原藤 i頼市田

重篤克宅芳 護

裕 主主志勲 典治弘 者

謹直 苑 稔美麻 出

乃樹遥示彰 土 1~ 緒 盆三
1尼

999  9 9 9 9 9 生

28 27 26 22 21 21 20 19 年2 
」ー

戸
籍
の
窓

随牛牛北牛横下志北 住
野' j可 津野

口沸l 沸l 田技11 原林川田 所

城重言 三重 近野深田
保石松川好岡藤中回中
護陽勝正宏 圭正
者一 利刀昭尚 一 人亨修

惇千港 i少聖 契花掬 出

平尋子季也整郎野太 生
児

9 9 9 9 9 9 998  生年月
- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

17 14 13 9 9 8 5 2 18 日
Lーーーーーー

一一一一一一一一一一一ιごこr可弔問示問問|

月 日 行 事 名 時間 場所

16(;羽
手L児健康診査

13 ・ 30-1 4:30 町民会鎗(H6年1 月 .4 月 ・ 7月生まれの者)

l才6 ヵ月児健康診査
13: 30-14: 30 町民会館(H5年3月・ 4月生まれの者)

17附
宵がん ・大腸がん検診(18 日まで)

'・ー ーー骨・・._--ー ーー-----ーーーー『

(40才以上の住民)
8:40-10:0。 町民会館

19(土) 役場開庁日

11 20(日) 当番医 辻井循環器科・内科 重信町田窪 ft64-0013
おとしより健康相談室 要予約 14: 00-16: 00 役場保健婦室

2 1伺) 3才児健康診査
ー・ ーー ーーー， ・・ ・ー ー-.・ー ーーーーー ーー.

(H3年7月 ・ 8 月・ 9月生まれの者)
13: 00-14: 00 町民会館

胃がん・大腸がん検診
8: 40-10: 00 町民会館

22(灼 (40才以上の住民)

母親学級①(妊婦)
司司事 ・ー --幽幽ー ーー ー

町民会館13: 30-15: 00 

23(羽
ごみ収集休みます。 26 日出に出して下さい。

当番医重信クリニック 重信町志津川 ft64-1188
心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階第l会議室

24附 3種 (2種)混合予防接種
- ・・』ー ーーー，司 " ーーーーー- - - - ---

(6M才未l満月向l~ -H日4年時j6未月援301 日生まれ且ぴ) 14 :00-14 :30 町民会館
l 制・ 検者

月
25幽

不燃物回収日
一 -r ﾎ3 jﾕ:: i5: 3ﾕ r 由一 一一リハビリ教室 3:30-15: 30 IIIIT 民会館

26(土) 役場開庁日

27(日) 当番医 愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方 ft66-5011 

28伺) f!HJi竺坦⑨j芳一坦1 一一 一 ーー ーー ーーー l~nQ三~~ ~QQl~!)手 ;全 一時
健康相談(各地区)30 日まで

30刷
町立幼稚園 ・町立保育所入国受付終了

国民健康保険税第5期納期限

3 (土}
役場開庁日
λ}主主語己主U - ー ー一一一 一ー一一一一一 r Îfõõ二ー--司会[目「民ー会ー -fg

4 (日) 当番医西本整形外科 重信町田窪 ft64-1611 

5 伺)
リハビリ教室 13:30-15: 30 町民会館
ーー-ーー ー- ーーー・ー ーーーーー ーーーー ーーー ーーー ー ー ー ーーーー ーー ー ・ ーーー.

役場保健婦室おとしより健康相談室 要予約 14: 00-16: 00 

6 (刈 母親学級③(妊婦) 13:30-15: 00 町民会館
行政心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場2階第l会議室

乳児健康診査
ーー ・・ ーーー ーーーー ーー 'ーーーーーー--- ・ー

8 嗣
13:30-14:30 町民会館

(H6年2月 ・ 5 月 ・ 8月生まれの者)

10出
役場開庁日

不燃物回収日

12 11(日) 当番医 山本内科 川内町北方 ft66-2066 

母親学級④(妊婦) 13:30-15:00 町民会館
ー ー ーー・ー ーー ーーーーー ーー ーーー ーーーー ーー ーー-ー ー ーーーーーー』ー ーー ーー ーーーーーーー ・・ー ーーー

13(火j 離乳食学級
13: 30-15: 00 町長会館

(H6年8月・ 9月 生ま れの者)

健診結果報告会
9: 30-11: 00 町民会館

15Cね (健診受診者)

人権相談所
司・ーーーーーーーーーーー

役場会議室10:00-15:00 

16幽 リハビリ教室 13: 30-15: 30 町民会館
17(土) 役場開庁日

18(日) 当番医 八木耳鼻咽喉科・皮膚科重信町牛洲 合64-5400
月 19伺) おとしより健康相談室 要予約 14: 00-16: 00 役場保健婦室

21(利 3種 (2種)混合予防130接日生種ま 14:00-14:30 町民 会館(~仲未満l 月同10 - 114開年l6未月4 れ且び)
6才 l 問・日 産積書

22C村 心配ごと相談所 13: 00 -15: 00 役場2階第 l会議室

23幽
祝日のためごみ収集休みます。 27 日(仰に出して下さい。

当番医国立療養所愛媛病院重信町横河原 告64 -2411

24出 役場開庁日

25(日)
不燃物回収日

当番医藤石病院 重信町志津川 ft64-1234

26例) 固定資産・税第3期・国民健康保険税第6期納期限

28(栂 官庁仕事納め

31(土) 12月 31 日から、 l月 3 日までごみ収集 ・ し尿収集は休みます。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

見北 牛牛 住
奈野
良田淵11 ì刻 所

池野森平遺賀IJ 
氏) 11 口

幸栄 鹿子繁三消 名

78 86 81 64 年4寸』ヨ

10 10 9 9 苦E
亡
σ〉

7 2 24 17 日

毎週水曜日 午後l時一5時
11 月 2、 9、 16、 30 日
12月 7、 14、 21 日
図書館3階
64-3437 

直接来られでもかまいません。
友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所
・電話

十
月
九
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
町

内
の
各
神
社
で
は
早
朝
か
ら
盛
大

に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
か
ら
第
二
日
曜
日
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ど
こ
の
地
区
も
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

三
島
神
社
(
北
野
田
)
で
は
、
午

前
七
時
か
ら
の
宮
出
し
に
約
三
百

人
の
氏
子
が
集
ま
り
、
南
北
両
野

田
の
神
輿
の
勇
ま
し
い
鉢
合
わ
せ

に
境
内
は
大
き
な
興
奮
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
(
写
真
上
)

牛
測
で
は
、
大
名
行
列
を
模
し

た
珍
し
い
行
事

「

お
練
り
」
が
行

わ
れ
、
華
麗
な
絵
巻
が
繰
り
広
げ

ら

れ
ま
し
た

。

⑤791-02 重信町大字志津川972番地 合 (0899)64-2001 (代表) 四国電話印刷鮒印刷企画商工課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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